
 

 

 

 

川西町経営改革プラン 

（アクションプラン平成 27 年度～平成 31 年度） 

進捗管理シート 

（平成２７年度点検評価） 

 

  



 

 

１ 経営改革プランのプログラムの体系 
 

組
織
力
（
役
場
改
革
）
の
強
化 

（１）行政サービスの充実 

① 総合窓口の充実 Ｐ1 

② ICT（情報通信技術）の効果的な活用による行政サービス

の提供 
P1～2 

（２）職員の能力向上 

① 職員研修の充実と能力開発 P3 

② 職員提案の積極的な活用 P3 

③ 職員が心身ともに健康で働きやすい職場づくり P3～４ 

（３）質の高い行政経営の推進 

① 業務改善の推進 P５～８ 

② 民間活力の導入 P８～10 

③ 組織・定員の適正な管理 P10~11 

④ 給与費等の適正化 P11 

⑤ 広域行政の推進 P11 

 

地
域
力
（
協
働
）
の
強
化 

（１）町民と行政の役割分担の確立  

① まちづくり基本条例の推進 P12 

② 地域活動の支援と連携 P12～13 

③ 各種委員会の活性化 P13～14 

（２）行政情報の共有 

① わかりやすい行政情報の提供 P15～16  

② 広聴活動の場の提供 P16～17 

財
政
力
の
強
化 

（１）安定した財政基盤の確立 

① 担税力を上げるための取り組みを推進 P18～19 

② 受益者負担の適正化 P19～20 

③ 収納体制の強化と徴収率向上につながる取り組みの推進 P20～21 

④ 自主財源の確保 P21 

⑤ 公共施設等の総合的かつ計画的な管理と有効活用 P21 

（２）健全財政の推進 

① 健全財政の確立 P22～23 

② 財政規律の維持 P23 
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プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①総合窓口の充実 行政管理改善委員会における総合窓口の充実に

関する検討。（平成 29 年度からの対応） 

総務課 ・５総対応の組織改編後の状況確認後の 29 年

度からの対応とする。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

なし ・取組行程のとおり総合窓口の状況の確認を行

う。 

社会保障・税番号制制度導入による窓口の総合

化。 

プライバシー等を配慮した窓口機能の強化とワ

ンストップサービス体制の充実。 

住民生活課 ・9 月 19 日 番号制度導入に伴い窓口を改修 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・マイナンバーカード交付に伴う窓口（2 か

所）の拡大による窓口の狭隘。 

・社会保障・税番号制の導入による関係課の

住基ネット端末の利用に伴い、窓口サービス

に支障があれば端末の増設が課題となる。 

・状況により対応が必要となる場合がある。 

②ICT の効果的な活用

による行政サービスの

提供 

電子自治体推進委員会における各種課題の整

理・検討。 

総務課 【電子自治体推進委員会幹事会】 

・５/２５、９/１４、１２/２１、１/２６（基

幹系ＮＷと情報系ＮＷの分離に係る協議、マイ

ナンバーの安全管理措置に係る協議、ＦＢ導入

に係る協議） 

【電子自治体推進委員会】 

・１２/２２、２/３（マイナンバーの安全管理

措置に係る協議、ＦＢ導入に係る協議等） 

【マイナンバー部会】 

・６/３、１２/１６（マイナンバー導入に向け

たスケジュール調整、各課の取組み確認、マイ

ナンバーを取扱う上での安全管理措置につい

ての検討等） 

【電算システム部会】 

・７/２２（統合ＧＩＳの導入効果調査実施） 

【情報化推進部会】 

・１２/２５、１/１８（フェイスブック（ＦＢ）

導入に係る協議⇒３/１導入） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

①マイナンバー制度での情報連携実施に伴う

国のセキュリティ対策への対応 

 マイナンバー制度における各地方公共団体

間の情報連携が平成２９年７月に予定されて

おり、情報連携の開始前までに、地方公共団

体には万全のセキュリティ対策が求められて

いる。 

具体的には、次のセキュリティ対策（①情

報持ち出し対策②ＬＧＷＡＮ接続系とイン

ターネット接続系の分割③二要素認証の導

入④山形県情報セキュリティクラウドへの

参加）の実施である。 

セキュリティ対策の実施によって、セキュ

リティは向上するものの利便性は低下すると

考えられるため、セキュリティ、職員の利便

性の両面からシステムを検討する必要があ

る。 

②統合型ＧＩＳの導入に向けた検討 

 平成２９年度に健康福祉課の要援護者シス

テムや地域整備課の地籍管理システムがリプ

レイス時期を迎える。将来的には、各課で単

独のシステムをそれぞれで使用するよりも、

各課で所有するシステムを連携して使うこと

各課題に対応していくため、各部会で継続して

協議を続けていく。 

Ⅰ 組織力の強化 

改革プログラム  １ 行政サービスの充実 

プログラムの重点施策 
① 総合窓口の充実 

② ＩＣＴ（情報通信技術）の効果的な活用による行政サービスの提供 

概要 
町民目線での行政サービスができるように公共サービスの効率的で効果的な提供方法について見直

します。 



経営改革プランアクションプラン（行動計画）進捗管理シート 

 

2 

 

ができる統合型ＧＩＳシステムを導入するこ

とで、住民サービスの向上、職員の事務効率

化を図ることができると考えられる。具体的

にどのようなシステムがよいか検討していく

必要がある。 

マイナンバー制度導入により、マイナポータルを

活用したシステムの構築。 

費用対効果に関する調査の実施。 

総務課 ・マイナポータルに関する情報把握 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・国及び近隣自治体の動向を注視しながら、

情報把握に努める必要がある。 

・国及び近隣自治体の動向を注視しながら、継

続して情報把握に努めていく。 

 

マイナポータルを活用した電子行政サービスの

研究。 

企画財政課 ・マイナポータルに関する情報把握 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・マイナポータルに関する具体的な運用情報

が明確でなく、引き続き情報収集と研究が必

要である。 

・行政事務としての活用（電子申請、プッシュ

型情報提供、ワンストップ化）を調査、研究す

る。 

マイナポータルを利用したシステムの構築。プッ

シュ型お知らせの利用によるサービス提供の検

討。 

健康福祉課 ・情報把握（先行事例、業者よりシステム概要

聴取等）を実施 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・サービス内容とコストのバランスを検討。 ・情報収集 

 

マイナンバー制度の運用に併せ各種申請書及び

手続の簡略化・統合化の検討。 

各種規程改正。 

H28.1 月制度開始 

教育総務課 ・マイナンバー制度の運用に関する規則等の改

正を実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

情報の管理体制を万全にする必要がある。 適正な運用に努める。 

ポータルサイトシステムの構築の検討。 健康福祉課 ・情報把握（先行事例、業者よりシステム概要

聴取等）を実施。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・サービス内容とコストのバランスを検討 ・引き続き情報把握を実施 

コンビニ多機能端末からの証明書の交付につい

ての検討、費用対効果に関する調査。 

総務課 ・置賜広域行政事務組合において共同アウトソ

ーシングの枠組みで検討 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・コンビニ多機能端末からの証明書の交付に

ついては、置賜共同ＯＳと密接なつながりが

あるため、置賜共同ＯＳ構成団体と連携しな

がら足並みを揃えて進めていく必要がある。 

・継続して置賜共同ＯＳ構成団体と情報交換し

ながら情報収集に努める。 

 

ICT 活用による各種証明書等の交付についての

検討。 

番号カードの交付、普及を図る。 

住民生活課 ・町報 7 月 15 日号より、順次、マイナンバー

にかかる記事を掲載し普及啓発（併せてホーム

ページにも掲載） 

・11 月 16 日より、各地区順次、通知カードの

郵送が始まるため、問い合わせ等に対応すべく

10 月上旬、グループ内で研修を実施 

・1 月 申請者に対しマイナンバーカード（番

号カード）交付を開始した。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・マイナンバーカードの利便性、有効活用に

向けた検討。 

・コンビニ交付の検討に向け、視察研修等情報

収集の実施。 
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プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①職員研修の充実と能力

開発 

人事評価制度の導入に伴う効果的な制度の検

討。 

総務課 ・人事評価制度に関して研修を実施。 

9 月 人事評価制度研修会（全職員対象） 

2 月 評価者研修会（管理職対象） 

３月 被評価者研修会（主幹級以下対象） 

・人事評価制度に関して、実施要綱及びマニュ

アルを策定。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

本町における人事評価制度の導入準備は一

通り行ったので、今後、制度を運用する中で

改善が必要と考える。 

連絡調整会議を設置し、職員アンケート調査を

行いながら制度の改善に努める。 

人材育成基本方針の見直し。 

職員研修計画を作成と研修の実施。 

総務課 ・２８年度の研修計画とともに、基本方針と中

期研修計画について検討。 

・研修実績（３月末現在） 

①自主研修   ８研修  １５名   

②職場内研修  ４研修 ３０２名 

③職場外研修 ４４研修 １８３名   

④環境教育   １研修  １２名 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

人材育成基本方針の見直し作業中である

が、知識習得だけでない職員の資質向上に結

び付くよう研修の充実が必要である。 

 人材育成基本方針の見直し及び中期研修計

画を早期に作成し、それらに沿った充実した研

修をおこない、職員の資質向上を図っていく。 

②職員提案の積極的な活

用 

職員提案制度の見直し。制度設計と運用開始。 企画財政課 ・職員提案制度 

 平成 28 年度からの運用に向けた制度設計の

方向性を検討、予算化 

 かわにし未来ビジョン及び総合戦略の策定

にあたり、若手職員によるプロジェクトチーム

を設置し、事業企画の提案を実施。平成２８年

度 3 事業の予算化。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・人材育成の視点から職員提案制度の効果的

な運用、制度設計を行う。 

 

・職員提案制度の具体的な運用を開始する。 

③職員が心身共に健康で

働きやすい職場づくり 

健康管理に関する取組みの充実。 

メンタルサポートに関する取組みの実施。 

衛生委員会の活動の充実。 

総務課 １ 健康管理に関する取組み 

（１）健康診断（集団検診）３回実施   

一般検診受診率は 99.5％ 

  健康相談会 ２回実施  ３８名参加 

（２）特定健康指導 受診率１７．６％（未受

診理由は、過去に受診経験等があるため。） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・健康診断の受診率向上に向けた、受診環境

の整備 

・特定健康指導の受診率向上に向けた、周知

方法の改善 

・ストレスチェック制度実施に向けた、実施

体制の構築及び制度理解（実施ベース） 

・健康診断の受診率向上に向けた、受診環境の

整備（集団検診回数の増） 

・特定健康指導の受診率向上に向け、わかりや

すい周知方法に改善 

・ストレスチェック制度実施に向けた、実施体

制の構築及び制度理解（委託先の早急な決定、

Ⅰ 組織力の強化 

改革プログラム  ２ 職員の能力向上 

プログラムの重点施策 

① 職員研修の充実と能力開発 

② 職員提案の積極的な活用 

③ 職員が心身共に健康で働きやすい職場づくり 

概要 

人材は最も重要な経営資源という考えのもとに平成 21 年 3 月に「川西町人材育成基本

方針」を策定しました。その方針に基づき職員一人ひとりが多様化する行政需要を的確に

判断できる能力、スキル、経験などを身につけ行政運営やまちづくりに生かしていきます。 

また、職員は安心して仕事に取組み、培った能力を十分に発揮できる職場環境づくりを

進めます。  
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（３）健康診断での要精密検査・要治療者への

再検査受診勧奨 アンケート１回実施 

  再検査受診率６４．４％ 

２ メンタルサポートに関する取組み 

（１）メンタルヘルス研修会（共済組合が主催） 

２名参加 

（２）健康ホットライン２４時を定期的に周知 

（３）ストレスチェックの実施に向け検討 

（平成２８年度実施予定） 

ストレスチェック制度実施規定（案）を承認 

３ 衛生委員会の活動 

（１）委員会の定期開催 全１３回実施 

（２）スポーツ交流会 １回開催  

参加者３７名 

 メンタルヘルス研修会 １回開催 

参加者３５名 

（３）職場巡視 3 班体制で実施 

（４）禁煙及び受動喫煙防止の意識付けを実施 

・スポーツ交流会・メンタルヘルス研修会の

出席率向上に向けた、早期実施 

制度の周知） 

・スポーツ交流会・メンタルヘルス研修会の出

席率向上に向け早期実施 

 

学校、幼児施設等の職場巡視の実施。 教育総務課 ・平成 27 年 9 月４日～9 月 15 日 全小中学

校（小８、中１）において、事務室、附帯設備・

防火管理、調理施設に関して職場巡視を実施。 

改善が必要な内容については、予算要求に反

映。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

建築後２０年以上経過している建物が多いこ

とから、改善個所も増えている。 

・今後も予算要求の中で、優先順位を定めなが

ら当初予算に反映されるように努めていく。 
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Ⅰ 組織力の強化 

改革プログラム  ３ 質の高い行政経営の推進 

プログラムの重点施策 

① 業務改善の推進 

② 民間活力の導入 

③ 組織・定員の適正な管理 

④ 給与費等の適正化 

⑤ 広域行政の推進 

概要 

多様化する行政需要に対応するため、行政が提供する方法ではなしえない質の高いサービスを民

間では提供できることもあることから、民間の活用をこれまで以上に進めると同時に、外部委託に

際し責任を持って適切に管理監督が行える専門スキルの高い職員の確保に努めるなど組織の力が最

大限に発揮できるよう質の高い行政経営を推進します。 

プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①業務改善の推進 行政管理改善委員会による業務改善の検討。 総務課 行政管理改善委員会   

平成２８年度以降の組織体制に関する検討

を実施。 

１１月に答申。 

２月 平成２８年度の組織化編に必要な条

例改正の実施。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 平成２８年度に組織改編と合せて一部所管

業務の移動を行っているが、条例改正が２月

となり移行作業に十分な時間が取れなかっ

た。 

 平成２８年度は改編後の組織体制で円滑な

業務遂行がなされるか状況の確認が必要であ

り、不具合が生じている場合は、改善に向け

た対処を行う。 

ICT 活用による会議の検討。システムの検討。 総務課 ・情報把握の実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・費用対効果を考慮しながら検討していく必

要がある。 

・継続して他自治体の取り組み等について情

報収集をしていく。 

ICT 活用による会議の検討。 健康福祉課 ・介護認定審査会におけるＩＣＴの活用に関

して置賜管内の近隣市町の状況を確認。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・ＩＣＴ関係機関との情報連携、個人情報の

取扱い。 

・ＩＣＴ導入に係る費用、システム内容、活

用方法等の検討。 

ICT 活用による会議の検討。 農地課 ・先進事例を把握するため、山形県農業会議に

情報提供を依頼。 

 現在のところ、農地地図情報システムを利用

した現地調査を行っているところはあるが、議

案書閲覧にタブレットを使用している委員会

は把握していない。  

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・先進事例の調査、検討。 ・タブレット導入経費を試算し、費用対効果を検証

する。 

ICT 活用による会議の検討。 議会事務局 ・１１月１９日 議会運営委員会で先進地視察

（福島県塙町）を実施。 

・１２月 ICT 活用研究会を立ち上げ、議会活

動の情報発信、議員間の情報共有、タブレット

の導入等について検討開始。 

☐ 取組全体が完了 

☑ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・庁内の通信環境（Ｗｉ-Ｆｉ）の充実 

・タブレット操作技術の向上 

・試験的なタブレット操作等の研修会の開催。 



経営改革プランアクションプラン（行動計画）進捗管理シート 

 

6 

 

・３月 活用の方向性（フェイスブックによる

議会活動の情報発信、ＱＲコードによる一般質

問の動画配信、議会スケジュールの共有化、案

内通知の電子化、議員によるタブレット等の導

入）を決定。 

PDCA サイクル化の強化。 企画財政課 （平成２６年度事務事業評価） 

・内部評価 6 月 庁内総合計画策定連絡協議

会において内部評価を確定 

・外部評価 6～7 月 まちづくり委員会を開

催し、外部評価の取りまとめ 

・公  表 10 月 内部及び外部評価を議会

全員協議会に報告し、町ホームページで公表 

・評価反映 10 月 内部及び外部評価結果を

各課に周知、平成２８年度実施計画策定に反映 

（平成２７年度事務事業評価） 

・内部評価 2 月～３月  平成 27 年度事務事

業の進捗状況のヒアリングを実施 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・事務事業評価に要する業務負担を改善する

必要がある。 

・第 5 次総合計画のスタートにあわせ、効率

的かつ効果的な行政評価システムへの見直

し、改善を行う。 

川西町環境マネジメントシステムの運用。 住民生活課 ・年度当初 部門長・推進員・内部監査員によ

る合同研修会を実施 

・各部門において、独自の環境保全活動の継続

した取組を実施 

・内部環境監査 計画的な監査の取組は未実施 

・削減項目達成状況 5 項目（電気、公用車の

燃料、灯油、事務用紙、ごみの廃棄量） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・全ての事務事業において環境保全の視点を

取り入れた目的・目標の設定を行い、部門で

の適切な運用、作業の見直し等を行い、環境

基本計画との整合性の確保や円滑な運用を図

る。 

 

・独自システムに移行し外部審査が不要とな

ったことで取組が後退しないよう、内部環境

監査の計画的な実施を行う。 

 

衛生組織連合会小松分会の事務局のあり方につ

いて小松地区交流センターとの協議を進める。 

住民生活課 ・小松分会においての会費納入方法の改善 

・小松分会事務局運営の交流センター移管への

協議。 

平成 28 年度 事務事業を合同で担い、事業

内容の精査。 

 平成 29 年度 完全移管できる体制づくりを

目指す。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・平成２８年度は合同で事務局運営を担いな

がら、平成２９年度から完全移管できるよう

に進めていく。 

・小松分会及び連合会（住民生活課所管）と

の事務事業の精査を行い、平成２９年度から

完全移管できる体制を整える。 

 

地域包括支援センターの業務範囲拡大の対応。 健康福祉課 ・認知症地域支援推進員２名を配置 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・法改正により地域包括支援センターの所掌

事務が広がっており、相談内容も複雑化、多

様化してきている。 

・平成２８年度に、生活支援コーディネータ

ー兼認知症地域支援推進員を１名配置する予

定。 

 

観光協会事務局体制の充実と業務点検。 産業振興課 ・常駐職員の２名化（専務理事、事務主査） 

・事務局体制の充実・業務点検 

 事務所の独立、移転完了 

 業務点検と近隣観光協会の現状調査 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・川西ダリヤ園にかかわる業務の比重が高く、

他の地域資源の掘り起こしや関係団体との調

整、観光企画、イベント開催など効果的な観

光振興業務が出来ていない。 

・現在担っている業務に対し人材不足が深刻

であり、町の商工観光グループが兼務してい

・自主財源確保、人材確保。 

・川西ダリヤ園業務の見直し 
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る。 

簡素で効率的な会計事務管理と契約事務管理の

検討。 

出納検査課 ・出納事務 口座振替実施金融機関の拡大や従

来バッチ処理していた入金確認をオンライン

化すること等について関係金融機関と打ち合

わせを実施 

 平成２８年度より３金融機関の口座振替を

追加実施。 

・契約事務 指名審査の際の指名基準の見直し

等について検討してきたが、具体的な変更案に

はいたっていない。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 ・継続して検討を行い具体化できるものから

順次実施。 

経常業務について、事務ごとに推進手法を精査。 税務収納課 ・番号制度導入対応が日常業務にも影響し、著

しい事務改善に至らない状況 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・平成２８年度以降についても番号制度の対

応業務が見込まれており、当面その対応に時

間を費やすと思われる。 

・通常業務に加え、番号制度への対応もあり、

限られた人数で上記課題に対応せざるを得な

いため、個々の職員の資質の向上を目指す必

要がある。 

行政評価を活用し、事務事業の整理、再編、廃止

の検討。 

健康福祉課 事務事業の評価の実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・事業によっては評価を数値化するのが困難

なものがある。 

・引き続きＰＤＣＡサイクルによる事務事業

の効率化と事業の整理、再編、廃止の検討を

行う 

 

実施計画策定に伴う事業の見直し。 教育総務課 ・平成 27 年度から子ども・子育て支援新制度

に移行 

・幼稚園において、希望者による弁当給食の実

施 

・教育総務グループと教育施設グループが統合

し、教育総務グループとなった。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

「かわにし未来ビジョン」（第５次川西町総合

計画）の着実な推進。 

・組織改編とあわせ、生涯学習課（旧生涯学

習グループ）との間で学校支援地域本部事業

の移管等業務の見直しを図ったところであ

り、円滑に業務が進められるよう取り組んで

いく。 

 まちづくり課 ・川西町行政評価システムの評価を反映しなが

ら、平成 28 年度以降の実施計画並びに平成 28

年度当初予算に反映 

・「生涯学習推進計画」（２２年３月策定）前期

最終年度である２６年度事業について、内部評

価及び外部評価の実施 

・内部評価 ２７年７月７日 生涯学習推進本

部会議 

・外部評価 社会教育委員１０名による評価作

業中 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 ・織機変に伴い生涯学習グループを課に格上

げし課題抽出、解決する。 

 地域整備課 ・川西町行政評価システムに基づき、実施計画

の事業内容の必要性等を考慮しながら見直し

を実施。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・施策や実施計画により事業を遂行している

が、地域からの要望が多く、その都度、見直

し等が必要となる。 

 

・引き続きＰＤＣＡサイクルによる事業の見

直しを行い、必要性、効率性、進捗状況等を

注視し、最大限の効果が得られるよう取り組

んでいく。 

庁内の各種データの情報の共有化の徹底。 

（共有ルール、課題等の検討） 

企画財政課 ・具体的な検討は行っていない。 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・各課のデータ保存のルール等を統一する必

要性がある。 

・先進事例等を研究・情報収集 
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 総務課 ・情報収集の実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・庁内における各種データを共有化する上で

は、使用頻度の高い情報や共有した方がよい

データは何かニーズを把握する必要がある。 

 

・継続して他自治体の取り組み等について情

報収集をしていく。 

庁内データの情報共有化の検討。 健康福祉課 ・情報把握の実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・庁内での情報共有化システムの確立 ・引き続き情報把握を実施 

 

監査結果等の情報の共有化の検討。 監査委員事務

局 

・決算審査の意見書を庁内サイボウズ掲示板に

掲載 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・職員の共通理解と指摘事項に対する事務改

善。 

・速やかな監査情報の提供。 

②民間活力の導入 福利厚生事業の民間委託の検討。 総務課 （委託）・市町村職員共済組合：健康推進事業、

健康生活支援事業 

・南陽検診センター：健康診断 

・職員組合：職員交流研修 

（直営）・衛生委員会：スポーツ交流会、ウォ

ーキング 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・直営事業において、取り組み内容が固定化

されてきたため、内容を再検討する。 

・職員の意見を取り入れながら、直営事業の

実施内容の改善を図る。 

自動車運転業務（町有車）の民間委託の検討 

（平成２８年度から情報収集・検討を行う） 

総務課 ・民間委託の情報収集は次年度から対応 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・委託業務範囲の設定 ・近隣自治体からの情報収集を行い、検討を

開始する。 

窓口業務の民間委託の検討 住民生活課 ・先進事例等情報収集のため電子自治体研修に

参加 

・近隣自治体の状況把握に努め、3 市 5 町によ

る定例会に併せ情報交換の実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・住民サービス向上に向けた窓口の利便性の

研究 

・継続して情報収集を行うとともに、マイナ

ンバーカードの今後の有効活用（住民票等の

コンビニ交付）と併せた窓口業務の研究を行

う。 

高齢者の居場所づくり（交流・趣味的活動・介護

予防等）のシステム構築の準備。 

健康福祉課 ・いきいきサロン ２１か所実施 

次年度、２３か所を目標に、出前講座等で声

掛けを実施 

・高齢者等の居場所づくりのシステム構築に向

け検討 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・生活支援体制整備のため、生活支援サービ

ス協議体の設置 

・平成２８年度に、居場所づくりのシステム

構築に向け、玉庭地区・犬川地区をモデルに

事業実施予定 

道路維持管理業務の委託実施。 地域整備課 ・パッチング ：第１期～第６期まで ４２箇

所（1 期あたり６．３ｔ） 

・敷砂利 ：６路線 

・草刈 ：31 路線（33 時間 45 分稼働） 

・小規模修繕 ：道路照明灯修繕２２箇所 

        その他修繕 ２５箇所 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・維持管理について、マニュアル化を図りな

がら進めていく必要があるが進んでいない。 

・道路パトロールも含めた維持管路の委託の

実施を検討。経費等の検討。  

指定金融機関による収納業務拡大の検討。 出納検査課 ・現時点では内部検討にとどまり、指定金融機

関と具体的な話はしていない。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・指定金融機関が対応可能かどうか確認し、

その状況を踏まえた検討を行う必要がある。 

・引き続き検討を行い、変更目標に間に合う

よう作業を進める。 

学校及び幼児施設の運営について委託の検討。 

 ・自動車運転業務（方向付けをする。） 

教育総務課 ・スクールバス運転業務 

 現在の利用状況等考慮し、民間委託した場合

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

・スクールバスについては、現在町内社会科

見学への利用、幼児施設行事などでの利用、

・現在の利用状況の見直し、事業者と運用方

法について協議を行うなど、実現性のある運
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 ・保育所運営業務（検討） 

 ・学校給食業務（検討） 

のメリット、デメリットを比較検討中 

・学校給食業務 

 現在具体的な検討は行っていない。 

・新小松保育所建設整備 

 内部で検討中 

☑ 目標より遅れている 部活動における遠征への利用など柔軟な対応

を行っていること、またバスの老朽化による

更新の必要性など考慮しながら民間委託する

場合の運用方法を考えていく必要がある。 

用方法を検討していく。 

指定管理者導入制度の活用。 

 指定管理者制度の適正な導入と更新 

 新たに導入する施設の検討 

企画財政課 《企画財政課》 

・指定管理者選定委員会の実施 

７月 全２９施設の平成２６年度年度評価 

８月 平成２８年度更新施設の公募非公募の

決定（９月の議会議員全員協議会にて説明） 

１０月 募集要項・仕様書の審査（募集締切１

０月末日） 

１２月 指定管理者の指定及び告示 

１月～２月 協定書の審査 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・川西町では平成１８年度より指定管理者制

度を導入し１０年経過した。 

・今後、新たな施設の制度導入の検討も出て

くるが、施設によっては、これまで制度を導

入したことによりどのくらい効果が出たかを

再度検証することも必要である。 

 

平成 28 年度 農村環境改善センター 指定

管理者制度導入 審査 

 

 まちづくり課 （各地区交流センター等） 

・２８年度～３２年度までの５か年の管理運営

を指定管理者に委ねる諸手続きを進めた。 

・次期指定管理「川西町地域づくり推進協議

会」、「川西町支え合いのまちづくり会議」、「定

例センター長会」及び「地区担当者の配備」等

により地区との連携を継続して強化 

（町民総合体育館等・フレンドリープラザ等） 

・２７年度の年度協定を締結 指定管理者によ

る管理運営の実施 

（町民総合体育館等） 

・２８年度から３０年度までの３か年の管理運

営を指定管理者に委ねる諸手続きを実施 

（フレンドリープラザ等） 

・２８年度から３２年度までの５か年の管理運

営を指定管理者に委ねる諸手続きを実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（各地区交流センター等） 

・地区担当制はまちづくり課職員が担ってい

るが、行政と地区との連携について持続可能

な体制づくり強化を図るため、まちづくり課

以外の職員の関わり方について検討を要す

る。 

（町民総合体育館等・フレンドリープラザ等） 

・指定管理の趣旨に則し、町としての関わり、

連携の強化を図る。 

（各地区交流センター等） 

・地区担当制を、各課等を横断したチーム編

成により対応することを検討する。 

（町民総合体育館等・フレンドリープラザ等） 

・指定管理者との調整を行っていく。 

 

 住民生活課 

 

（斎場） 

・指定管理者による円滑な運営を実施 

・㈲川西葬祭社からの指定申請書に基づき、選

定委員会で審査し次期指定管理者に決定 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（斎場） 

・指定管理者監査時において、基本協定書に

基づく適正な運用に改善を図るよう指摘を受

けた。 

（斎場） 

・㈲川西葬祭社が引続き、指定管理者として

斎場運営業務を担うことから、指定管理者監

査での指摘事項を改善し適正な運用を図る。 

 産業振興課 

 

（たまにわ堆肥センター） 

・堆肥処理量 １，６１７ｔ（平成２８年３月

末日現在） 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（たまにわ堆肥センター） 

・ほぼ目標どおりの堆肥処理ができている。 

・次年度以降の目標達成のため、安定した糞

尿の搬入量確保が必要である。 

（たまにわ堆肥センター） 

・堆肥生産能力にはまだ許容力があることか

ら、より多く生産するため、畜産農家への周

知、働きかけを強める。 

  （浴浴センター） 

・４月２１日 リニューアルオープンを行い新

たな施設、体制でスタート 

・リニューアルオープン後（１１ヶ月）、 

☐ 取組全体が完了 

☑ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（浴浴センター） 

・閉館中の社員研修により社員の資質向上が

図られているが、更なる社員研修によりサー

ビスの向上による魅力アップが必要である。 

（浴浴センター） 

・温泉棟の経年劣化対策、年次的な施設修繕

が必要となっている。 

・第二源泉の掘削を含む、温泉水量を確保す
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利用者  １１７,０００人 

昨年比２９０％（営業期間６ヶ月）の増 

一昨年比１６０%の増 

る取り組みが必要である。 

 

 農地課 （東沢活性化センター） 

・26 年度業務評価（現地聴き取り）を実施（6

／25） 

 ・指定管理者選定委員会（7／7、8／11、10

／13、11／20、2／9） 

・指定申請書を受付。（10/30） 

・28 年度更新手続き完了 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・基本協定に基づく適正な運用 ・適切な管理運営により住民サービスの向上

を図る。 

 

かわにし森のマルシェの指定管理者制度の準備。 産業振興課 ・(株)かわにし森のマルシェ設立（３月） 

・出資者募集（１次募集：４月～５月、２次募

集：８月） 

・公募によらない指定管理者の候補者の選定に

係る議決（９月） 

・かわにし森のマルシェ指定管理募集要項の送

付（１０月） 

・(株)かわにし森のマルシェによる指定管理者

の指定申請受理（１０月） 

・指定管理者の指定に係る議決（1 月） 

・指定管理基本協定締結、指定管理開始（2 月） 

☐ 取組全体が完了 

☑ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・町民による出資や出荷者の集約、経営方針

の確立等体制の整備が図られ、また、販売品

目の確保、拡大に向けた取り組みを実施し、

新作物の導入や加工品の開発において一定の

成果が得られたが、一層の品目拡大とマルシ

ェの特色づくりが今後の課題となっている。 

・６次化の実践者を拡大し、商品の充実のた

め人材育成・品目拡大のための支援事業を継

続するとともに、他の直売所等との差別化を

図るための経営計画づくりを支援する。 

川西町交流館の指定管理者制度の検討・情報収

集。 

まちづくり課 （まちづくり課） 

・遅筆堂文庫分室の設置に向けた書籍・書棚等

の移送・移設中 

・埋蔵文化財資料展示館陳列物等の移送・移設

中 

・展示館条例の改正 

・先人顕彰コーナーを設置中 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・簡易宿泊施設の利活用の検討。 ・２８年度については、川西町交流館内に「生

涯学習課」を配し、管理運営、貸館業務を行

うものの、その後の利活用推進、管理運営方

法について検討を要する。 

 

 総務課 ・当面の管理形態は直営管理と決定 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 ・生涯学習課が管理担当課として導入の検討

を行う。 

農村環境改善センターの指定管理者制度導入に

向けた協議。 

農地課 ・10/22 指定管理者制度導入について、予定候

補者との意見交換を実施 

・川西出身役員との意見交換を実施。（1/12） 

・全役員との意見交換を実施。（2/23） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・指定管理予定候補者との詳細な協議。 ・業務量の精査と指定管理料の算定。 

パークゴルフ場の指定管理者制度の導入につい

て検討・準備。 

まちづくり課 ・施設建設及び整備に向けた内容に重点を置い

た先進地視察を実施 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・指定管理制度導入に向け、施設維持管理、

ソフト（サービス等）、料金設定について調査

研究を要する。 

・パークゴルフ場の管理運営について、指定

管理者制度導入について検討。 

③組織・定員の適正な

管理 

大課制の検証と組織体制の見直し作業。 

次期定員適正化計画の策定に向けた調査・研究。 

総務課 ・組織の見直し 行政管理改善委員会に置いて

検討を行い、平成２８年度に組織改編を実施。 

・平成２７年度当初の職員数 定員適正化計画

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

・平成２８年度から第５次総合計画により新

しい組織体制となるため、新体制における適

正な職員配置について状況確認、検証が必要

・定員適正化計画に基づく定員の適正化を図

り、次期定員適正化計画の策定に向け調査、

研究をする。 
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と比べ一般行政職で２名減。 ☐ 目標より遅れている となる。 

④給与費等の適正化 時間外勤務手当の縮減。 

特殊勤務手当の見直し。 

総務課 ・時間外勤務手当 

 例年ベースで予算措置しているが、今年度特

有の業務増（６０周年記念、総合計画策定、マ

イナンバー対応など）により前年度より増加。 

・特殊勤務手当の見直し 

 平成２８年度から国に準じる内容に改正。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・時間外勤務手当の縮減については、事務事

業の効率化、職員の適正配置等に関する検討

も含めた取り組みが必要と考える。 

・時間外勤務手当について、平成２７年度特

有の業務はなくなり減額は見込まれるもの

の、継続した時間外勤務に対する職員への意

識改革により時間外勤務手当の縮減を図る。 

⑤広域行政の推進 災害等に備えた連携の強化。 

協定の継続、更新、掘り起し。 

訓練の実施。 

総務課 ・8/24 「災害発生時における川西町と川西町

内郵便局の協力に関する協定」締結。 

・8/30 川西町総合防災訓練において協定締結

団体と通信訓練、物資搬入訓練を実施。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・協定締結後における有事の際の協定内容の

実効性の確保 

・先進取組事例を調査しながら、協定内容の

実効性の確保を図っていく。 

広域行政の調査・研究。 企画財政課 ・置賜広域行政組合を主体に、広域連携事業（首

長研修、セミナー、八食祭、移住・交流フェア、

婚活等）の実施。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・特定の行政事務や課題に応じて、複数の広

域連携の構成があり、それぞれの独自性とと

もに協調性と連携を深めていく必要がある。 

・置賜地域として置賜広域行政事務組合を主

体に、より一体的で効果的な広域連携事業の

実施と行政課題への対応、研究を行う。 

国民健康保険の広域化の準備。 健康福祉課 ・情報収集 

・県主催会議において課題解決に向けて、協議

及び意見交換の実施。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・情報収集及び県との連携 ・新システム導入を図る。 

認知症初期集中支援チームによる認知症対策の

実施。 

健康福祉課 ・認知症初期集中支援チーム設置（佐藤病院に

委託） 

・認知症初期集中支援チームについての関係者

への説明会  １回（７月） 

・認知症初期集中支援チーム委託 ５件 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・独居高齢者、支援拒否者等に対する対応力

の向上。 

・認知症について啓蒙や学習会の継続実施 

上水道広域化の調査研究。 地域整備課 ・先進地視察研修を実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・各市町とも広域化の目的は理解しているが、

財政状況等の違いから協議が思うように進ま

ない状況。 

・継続して、調査研究を実施予定。 
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Ⅱ 地域力の強化 

改革プログラム  １ 町民と行政の役割分担の確立 

プログラムの重点施策 

① まちづくり基本条例の推進 

② 地域活動の支援と連携 

③ 各種委員会の活性化 

概要 

 これまで行政が提供していた行政サービスの範囲を見直し、本来地域や住民が担う分野について

は積極的に地域や住民に委ねるなど、地域経営における町民の役割と行政の役割を明確にし、互い

に責任を持ってまちづくりを担う地域力の基盤を確立します。 

プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①まちづくり基本条例

の推進 

まちづくり基本条例の啓蒙を図る。 

啓蒙・啓発の手法の検討。  

企画財政課 ・「町の仕事と予算」（4 月/全戸配布）により『ま

ちづくり基本条例』を掲載啓発 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・継続的な啓蒙とともに、わかりやすく伝え

る手法、工夫が必要である。 

・ホームページやまちづくりシンポジウムな

ど、機会を捉えて広報周知を行う。 

②地域活動の支援と連

携 

自主防災組織との連携を強化する。 

 ・協議会の開催 

 ・防災訓練における連携 

 ・自主防災組織整備事業補助金の交付 

 ・防災士等リーダーの養成支援 

 ・地域防災計画における組織の位置づけの明確

化 

総務課 ・３/２２ 自主防災組織連絡協議会開催 

・８/３０ 川西町総合防災訓練（会場：小松

地区）において、小松地区は会場で、中郡地区、

玉庭地区、東沢地区の各自主防災組織と連携実

施。 

・自主防災組織整備事業補助金  小松、犬川、

中郡、東沢の３地区に交付決定 

・防災士１名認定 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・自主防災組織のリーダーの交代時期にもな

っているが、代わりのリーダー育成が課題。 

災害発生時に最も重要となる初動体制時に率

先して地域の応急対策活動にあたる防災士等

のリーダーの養成も必要 

・リーダー研修や防災士養成にかかる経費を

町で補助し、個人や組織の負担を軽減し、リ

ーダー等の育成を図っていく。 

地区担当制の継承と地域活動団体への支援の継

続。 

まちづくり課 ・まちづくり課職員６名により地区担当制を継

続 

・次年度以降の体制を検討中 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・地区担当制はまちづくり課職員が担ってい

るが、行政と地区との連携について持続可能

な体制づくり強化を図るため、まちづくり課

以外の職員の関わり方について検討を要す

る。 

・地区担当制を、各課等を横断したチーム編

成により対応することを検討する。 

安心・安全・住みよいまちづくりの推進を図る。 

生活安全推進大会の開催。 

住民生活課 ・川西町交通安全推進協議会及び川西町生活安

全推進協議会の開催 

・平成２７年１１月１４日開催予定の川西町民

生活安全推進大会に向けた取組の実施 

・交通死亡事故が発生したため、交通安全の推

進に向け緊急対策会議を開催 

・交通事故件数  ８０件 

・刑法犯認知件数 ３８件 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・川西町民生活安全推進大会を開催し、町民

の生活安全に対する意識・関心を高める。 

・安全安心な川西町をめざすため、最大のイ

ベントである川西町民生活安全推進大会の開

催について、持ち方、内容について、多方面

から検討し参加者の増加を図る。 

元気を支える地域づくりを推進する。 健康福祉課 ・介護予防教室 

 安心して生活するために地域での交流や助

け合いが必要であることの啓発を実施 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・住民の自主的な健康づくりの促進 ・住民の自主的な健康づくりのため、ボラン

ティアの育成や啓蒙を図る。 
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・認知症予防事業 

 「おおつか元気サロン」（大塚地区で高齢者

の運動サロン）の自主活動について支援を実

施。（平成 26 年度より継続） 

・健康運動サポーター養成講座の開催 

受講者１８名を養成し、身近な場所で運動や

交流を行うリーダー養成を実施 

地域住民と連携し中心地域の活性化の推進。 

（川西町中心市街地活性化基本計画・アクション

プランの策定） 

産業振興課 平成２７年５月 川西町中心市街地活性化基

本計画・アクションプランの策定 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・アクションプランの策定が実現しプランに

沿った事業実施がすすめられているが、既存

事業が中心となっており、新たに積み上げた

事業展開まで至っていない。 

・事業総括を行う関係者会議の開催が進んで

いない。 

・アクションプランに沿って、ハード・ソフ

ト事業の展開が必要である。 

・空き店舗対策や道路整備を推進し、併せて

まちなか歩き等のイベントを実施することに

より、中心市街地の活性化策を展開する。 

 若手農業者と農業委員との意見交換会の実施。 農地課・産業振

興課 

・「若手農業者と農業委員の意見交換会」を中

央公民館にて開催（7/16） 

○内容 趣旨説明、農業者年金加入の説明、

「今、思うこと」をテーマに 4 グループに分

かれ意見交換、全体集約 

○参加者 ４１名（若手農業者 20 名、農業

委員 15 名、事務局(町・ＪＡ)6 名） 

・新規就農者数 ５名 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・意見交換会の継続と支援策の検討。 ・意見交換のテーマを具体的に設定し交換会

を継続。 

アダプト事業・河川愛護事業の継続。 地域整備課 ・道路 ３箇所    ・公園 ２箇所 

・水路 ０箇所    ・除雪 ５箇所 

・県道 ９箇所    ・河川 24 箇所 

計  43 箇所 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・確実に実施のすそ野が広がっている。 ・今まで通り継続した取り組みを進めていく。 

③各種委員会の活性化 まちづくり委員会の設置運営。 企画財政課 ・まちづくり委員   ２０名（公募 1 名） 

・まちづくり委員会 ２０回開催（委員会６、

代表者会２、小委員会１２） 

・第 5 次総合計画策定にあたり、計画の答申を

行った。（5 月～12 月） 

・平成 26 年度行政事務事業の進行管理、行政

評価を行った。（5 月～7 月） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・まちづくり委員会の役割、範囲を明確にし、

会議の持ち方、評価システムの見直しを検討

し、委員の負担軽減が必要である。 

・行政評価システムの見直しを行う。 

男女共同参画町民会議、新エネルギー導入促進会

議及び女性未来委員会等の委員の公募の実施。 

まちづくり課 ・男女共同参画町民会議・新エネルギー導入促

進協議会 

今年度の募集を行わず継続委員と宛職の交

代となった。 

・女性未来委員会 新たな青年海外派遣事業参

加者、地域おこし協力隊等の新加入を図った。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・委員の交代時期に合わせ公募の実施と人材

発掘が必要となっている。 

・「新エネルギービジョン」の進行管理を担っ

た新エネルギー導入促進協議会は、ビジョン

期間最終年度である２７年度をもって廃止。 

ビジョン内容は「環境基本計画」に盛り込

み目標達成を図る。委員交替を迎える男女共

同参画町民会や女性未来委員会において公募

並びに人材発掘を行っていく。 

環境かわにし町民会議の開催。 住民生活課 ・環境かわにし町民会議  

１５名（公募委員なし） 

第３次川西町環境基本計画策定のため、庁内推

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

・計画に沿った事業展開がなされ、環境保全、

環境負荷低減に対する町民意識の向上を図

る。 

・計画に基づいた具体的な施策を実施するた

め、庁内推進委員会及び町民会議を計画的に

開催し意見を取入れ内容の充実に努める。 
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進委員会及び委員の意見を反映した町民会議

を開催。 

☑ 目標より遅れている 

健康体力づくり推進協議会の町民参加 健康福祉課 ・健康体力づくり推進協議会 

町報（４月号）にて公募を行い、女性委員１

名を任命 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・住民との協働の促進 ・情報の提供と公募の継続 

農業委員会の活性化。 農地課 ・農業委員会等に関する法律改正（８/２８成

立、９/４公布）を受け、東北ブロック会議（９

/２９）及び県農業委員会事務局長会議（１０/

９）にて説明を受ける。 

・置賜地方農業委員会連絡協議会で各種研修会

を催し、改正法の内容の研修受講。 

（１１／９，１１／１９，１／２２，２／４，

３／１０） 

・組織運営検討委員９名を委嘱し、検討委員会

を開催。(２/２５，３/１１) 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・農業委員の業務と新法により設置される農

地利用最適化推進委員の業務の明確化。 

・特別委員会等機能のあり方。 

・農業委員及び農地利用最適化推進委員定数

条例の制定。 

・推薦及び募集のルール化と評価委員会の設

置。 
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Ⅱ 地域力の強化 

改革プログラム  ２ 行政情報の共有 

プログラムの重点施策 
① わかりやすい行政情報の提供 

② 広聴活動の場の提供 

概要 
 地域住民と行政が同じ視点で物事を考えることで互いの役割を十分に認識し、地域の様々な課題

の解決につながるよう、それぞれが持つ情報を交換できる仕組みを構築します。 

プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①わかりやすい行政情

報の提供 

職員のコミュニケーション力やプレゼンテーシ

ョンスキル向上のための研修の実施。 

総務課 ・コミュニケーション力及びプレゼンテーショ

ン力のスキル向上に向け、研修を予定 

３月末現在 ４研修、１０名  

・接遇研修 

・住民満足度向上研修 

・交渉・説得・調整技術研修 

・プレゼンテーション研修 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・各課に受講希望を確認し、研修者を決定し

ているが、年代や、業務内容を考慮し、研修

計画担当において計画的に受講させる必要が

ある。 

・人材育成基本方針を見直し、それに沿った

研修計画により、職員の情報発信力の向上を

目指す。 

地域経営母体や地域との情報共有。 まちづくり課 ・地区担当制職員定例打合せ 7 地区毎月実施 

・定例センター長会議 毎月実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・地区担当制はまちづくり課職員が担ってい

るが、行政と地区との連携について持続可能

な体制づくり強化を図るため、まちづくり課

以外の職員の関わり方について検討を要す

る。 

・地区担当制を、各課等を横断したチーム編

成により対応することを検討する。 

町報・ホームページの充実。 

SNS 運用ガイドラインの策定。 

企画財政課 ・町報  各月 1 回発行し、暮らしの情報の共

有とまちづくりの取り組みを発信（５，２００

部） 

・ホームページ  随時情報の更新、発信 

（アクセス数  １８１,７３０件） 

・公式フェイスブックの運用を開始（３月）し、

情報発信機能の拡大を図った。 

・行政情報を網羅した情報誌の発行について、

手法の検討、情報収集を行った。 

☐ 取組全体が完了 

☑ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・町報、ホームページ、フェイスブックそれ

ぞれの優位性を活かし、相互連携による情報

発信手法を高めていく必要がある。 

 

・広報全般における広聴体制（町民等の意見、

モニターなど）を設置し、広報内容や手法の

充実に努める。 

・行政情報を網羅した新たな情報誌の発行に

向け準備を進める。 

町報や電子媒体を利用した情報発信。 住民生活課 ・電子媒体を活用し、ごみ収集運搬情報の提供

を継続して実施 

・住民サービスの向上に努めるためごみ収集運

搬情報を民間事業者へ提供 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・情報提供については、現状の手法を継続し

実施する。 

・情報提供の方法を町民へ周知し、利便性の

向上を図る。 

税情報の周知方法の検討。 税務収納課 ・納税者への理解を求めるべく税目ごとの情報

や納税意識の向上記事を町報及びホームペー

ジへ随時掲載 

・毎年町内小学校に対して行ってきた租税教室

を川西中学校（３年生５クラス）でも開催 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 納税意識は、若年層になるほど低いと言わ

ざるを得ず、加えて新たな制度（介護、後期

高齢）による税・料のシステムが複雑である

ため、納税意識が高い年代においてもその理

解を求めることは困難な状況が生じてきた。 

 こまめな情報提供とわかりやすい周知方法

の検討に加え、粘り強い説明により納税者へ

の理解を求めることが必要と思われる。 
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農業委員会だよりの充実。 農地課 ・編集委員会（６/９ 第５６号内容検討・割

り付け、７/１６ 初校正、７/２７ 最終校正、

１０/２６ 第５７号内容検討・割り付け、 

１２/１５ 第５７号校正、１２/２５ 最終校

正） 

・８/１４ 第５６号発行（第２２回「農業委

員会だより」全国コンクール入賞） 

・１/１５ 第５７号発行 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・農地制度や農業振興策等の周知。 

・身近な話題や取り組みを紙面に反映。 

・編集体制を確立し広報紙の発行を継続。 

監査結果のホームページでの掲載の準備。 監査委員事務

局 

・平成２８年度実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・町民にわかりやすい情報発信の工夫 ・速やかな監査情報の提供 

観光情報の発信。（観光宣伝） 産業振興課 ・町内観光資源の情報発信、宣伝を実施：ポス

ター、パンフレットの作成、県内外マスコミを

活用した宣伝（置賜公園ハーブガーデン、川西

ダリヤ園） 

・観光基本計画の策定（平成２８年３月） 

・国際ダリアサミットの開催に伴い、町の知名

度を上げるため県内に広く川西町（イベント）

の情報を発信 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・まだまだ町の魅力を町外に発信しきれてお

らず、３月に策定した川西町観光基本計画を

もとに、を交流人口の拡大や川西町の認知度

向上に努めて行かなければならない。 

・町の広報機関、マスコミなどの活用により

町の観光施設等を町民参加が知り、理解し町

外に発信するＰＲマンとなることが必要であ

る。 

・町民と一体となった観光資源の発掘や町を

知る講座などの開催などにより、観光情報の

周知を進めることにより町民理解の向上を進

める。 

農地情報システムの整備・活用。 農地課 ・平成 27 年 4 月 1 日全国農地ナビ稼働開始。 

・新たな農地情報システムの具体的な検討は行

っていない。 

・全国農地ナビのシステム強化（フェーズ２）

の対応。 

・集積率 ５０％ 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・町独自システムと全国農地ナビ（農地情報

公開システム）の活用・整理・整合性が必要。 

・フェーズ２の構築による課題（農地と地図

情報の整合性、農業振興地域の管理等）の克

服。 

各種情報媒体による行政情報の公開。 教育総務課 ・教育委員会及び総合教育会議の議事録を町ホ

ームページに掲載 

・現在４小学校区で実施している学区再編検討

委員会会議録を町ホームページに掲載 

・子育て支援サイト「子育てナビ」を構築。 

１２月公開 

・子育てに関するハンドブック「子育てナビ」 

３月完成 

広く子育てに関する情報提供を行うため子

育て中の家庭に配布、公共施設等に配置 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

子育て支援サイトにおいて、より多くの方に

利活用いただけるような情報発信手法を高め

ていく必要がある。 

今後も子育てに関する情報を発信するととも

に、広く周知の充実に努める。 

②広聴活動の場の提供 町民との行政情報交換の手法の検討 企画財政課 ・ふれあいトーク（７～８月） 

 第５次総合計画、総合戦略について全 7 地区

で開催  参加１２９名 

・町長の手紙（９～１２月）   

１６名（２２通）受付、回答返信済 11 名（匿

名の方を除く） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・より多くの町民がまちづくりや政策づくり

に意見提言、参画しやすい仕組み、手法を研

究していく必要がある。 

・引き続き、町民との対話、意見交換の機会

を設定していく。 
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町内観光施設での利用者の声の収集と分析。 

企業訪問回数と訪問企業数の拡大。  

産業振興課 ・交流人口  ：２１６，０００人 

・企業訪問件数：５２社 

・訪問回数  ：９２回 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・浴浴センターまどかのリニューアルにより

施設やサービスの向上が図られ多くの来館者

で賑わっており、来館者からも好意的な意見

が寄せられている。また、川西ダリヤ園やハ

ーブガーデンにおいても多くの来園者が訪れ

ている。 

・町内企業訪問を積極的に実施している、継

続した取り組みが求められている。 

・来訪者の意見を積極的に聴取し、観光施設

の改善とサービスやイベントの魅力アップ向

上につなげる。 

・町内企業の訪問を積極的に行い、産業振興

や地域活性化の施策化につなげる。 
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Ⅲ 財政力の強化 

改革プログラム  １ 安定した財政基盤の確立 

プログラムの重点施策 

① 担税力をあげるための取り組みを推進 

② 受益者負担の適正化 

③ 収納体制の強化と徴収率の向上につながる取り組みの推進 

④ 自主財源の確保 

⑤ 公共施設等の総合的かつ計画的な管理と有効活用 

概要 
 これからの社会情勢を踏まえ時代の変化に対応できるよう自主財源を確保するととも

に、公有財産の適正な管理運営を図り安定した財政基盤を確立します。 

プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①担税力を上げるため

の取り組みを推進 

6 次産業化の推進。 産業振興課 ・６次産業化支援事業、地域新作物導入促進事

業相談会（４月） 

６次産業化支援事業申請件数：ハード３件 

地域新作物支援事業申請件数：１２件 

・森のマルシェへの農産物出荷予定品目の把握

（６３品目） 

・農産加工セミナー：２回 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・6 次産業化拠点施設の整備に伴い、新規作

物の作付けや新商品開発への関心の高まりが

見られ、農業者及び加工業者における６次化

志向の人材は増加傾向にあるが、実践者数は

まだ限られている状況となっている。 

・６次産業化拠点施設の整備に併せて、６次

化の実践者を拡大するため、人材育成、支援

事業を継続するとともに、運営主体と連携し

一層の農産物や加工品の拡大及び生産者の拡

大を図るための取り組みを行う。 

観光施設の魅力向上と観光資源の開発。 

（観光基本計画の策定） 

産業振興課 ・観光基本計画の策定中（平成２８年３月） 

・交流人口： ２１６，０００人 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・まどかリニューアル、国際ダリアサミット

などにより町内の観光施設への来場者が増加

している。しかし、ダリアのシーズン以外の

四季を通した誘客となっておらず、また、地

域特産のお土産 品販売等が不足しており、

地域経済の活性化まで及んでいない。 

・川西町のファンを拡大させるため、地域に

こだわった食によるＰＲが必要となってい

る。 

・川西食や特産物を楽しめる場面として、平

成２８年春「かわにし森のマルシェ」がオー

プンすることから、地域の伝統食の提供や特

産品の開発がすすめられ、地域経済の活性化

策が展開される。 

・観光基本計画に沿った事業を展開し、町の

魅力を伝えると共に商店街の活性化を目指

す。 

企業誘致の推進。 

（既存企業訪問。情報収集） 

企画財政課 ・町内企業への継続的な訪問（情報交換） 

※産業振興課の取り組み実績 

・企業訪問 ５２社、９２回 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・都市計画用途区域の見直し（工業地域等）

が必要である。 

・かわにし未来ビジョン及び総合戦略におけ

る土地利用プロジェクトの推進体制を配置

し、具体的な構想づくりと施策展開に着手す

る。 

町内中小企業者の設備投資の促進。 産業振興課 ・中小企業者設備投資補助金の交付 

  事業所数  ：５社 

  補助金対象額：3,503 万円 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・設備投資に係る補助制度の見直しにより設

備投資の意欲が高まり、中小企業者の設備投

資が進んでいる。併せて、商工会が窓口とな

っている国の「持続化補助金」の利用なども

進んでいるが、更に効果的な支援策が求めら

れている。 

・中小企業の設備投資を促進させるため支援

した支援制度を継続さると共に、国等の有利

な支援制度の情報収集をすすめ事業者へ周知

を図る。 

・創業支援計画に沿った支援策の事後展開に

より、創業・起業者を増加させ、併せて、設

備投資を促進する支援策を講じる必要があ

る。 
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町内業者施工の住宅建設の支援。 地域整備課 ・住宅建設支援（H２８.３月末現在） 

申請件数     １２０件 

総工事費  ３２９,７２３,７３８円 

交付申請額  ２０,６３７,０００円 

（町分 8,９64,000 円 県分 11,673,000 円） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・当該事業について、県の補助率及び上限額

が、対象となる工事や世帯により異なるため、

解りやすく表現し周知していきたい。 

・当該事業について、県事業と調整し実施し

ているため、県事業を注視しながら対応して

いきたい。 

②受益者負担の適正化 各種使用料・手数料の定期的な検証と見直し。 企画財政課 ・４月の行革本部会にて平成２６年度に専門部

会で行った各施設の使用料・手数料の原価計算

結果について報告 

・今年度は、専門部会を設置しての検討は行っ

ていないが、各課において個別に情報収集等を

実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・平成 26 年度に各施設の使用料・手数料の

原価を積算し、現状を把握したが、平成 27

年度は、専門部会等を設置しての検討は行っ

ていない。原価を算定したことにより、大部

分の施設の維持管理費用が一般財源（公費）

で補われていることも明確になった。平成 29

年 4 月から消費税 10 パーセントの引き上げ

も決まってはいるが、施設を維持管理してい

く上で料金を見直すだけではなく、これまで

以上に利用を促進し、施設維持管理経費の節

減に努め全体のコスト削減を図ることも課題

である。 

・平成 26 年度の原価計算結果報告に基づき

それぞれの施設の使用料や手数料の金額設

定。 

 

 まちづくり課 （フレンドリープラザ）物品等の精査を進め使

用料の適正化を高める。 

（町民総合体育館）物品等の劣化等を勘案し、

精査を進め使用料の適正化を高める。    

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（フレンドリープラザ）貸出しに供する備品

物品が多種多様にわたることから、老朽化・

劣化状態を精査し、適正な料金体系の構築を

図る。 

（町民総合体育館等）備品を使用料対象とし

ているものは少ないが、内容を精査し適正な

料金体系の構築を図る。 

（フレンドリープラザ、町民総合体育館等） 

台帳の精査を図る。 

 

  （地区交流センター）利用率は高いが地域に根

差し社会教育分野の活動が多いために減免し

ている団体が多い。 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（地区交流センター）地域づくり・人づくり

を担う社会教育活動を減免していることと財

政基盤確立のための利用者負担がどうあるべ

きかを検証していくことが必要である。 

（地区交流センター）前述の過大を検証しな

がら、町全体の利用料の見直しに合わせた検

討を行っていく。 

 

  （川西町交流館）・料金については現行どおり

とし、今後の管理運営と併せ検討。 

・資料展示館の移設については H２８年３月議

会議案締結。（Ｈ２８．４．１施行） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（川西町交流館）趣旨、目的、性格が異なる

施設を有する複動施設であるため、構造上の

利用の提供方法、利用料徴収方法について課

題を有する。 

（川西町交流館）交流館全体の利活用方法と

併せ、利用料徴収方法を検討。 

 住民生活課 （斎場）平成２８年度見直しに向け、置賜管内

市町の斎場運営の情報収集を継続して実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（斎場）情報収集を引続き継続し実施する。 。 

（斎場）置賜管内市町の情報収集に努め、適

正な使用料の設定となるよう改善を図る。 

 

  （手数料等）Ｈ27.9.1 番号法施行に伴う各種

条令改正と共に手数料条例の改正を実施 

 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

（手数料）近隣市町との調整が必要。併せて

コンビニ交付の手数料の検討。 

 

（手数料）継続して調査を行い、情報収集に

努める 

 健康福祉課 （生きがい交流館） 

Ｈ２９年４月の１０％対応の準備（条例改正、

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

・公平な受益者負担 

 

・引き続き情報収集を行う。 
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コスト試算）のための調査研究 ☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 産業振興課 （川西ダリヤ園） 

入園者数：６２,５９１人（１１月３日まで） 

入園料 ：約２１,４００千円 

（川西町浴浴センターまどか）  

利用者数：１１７,９１０人（３月末） 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・各施設の利用料については現状の負担とし

てきた。なお、本年は各施設での魅力アップ

やサービスの充実、向上を図り利用者の満足

度の向上に努めてきた。なお、適正な費用負

担について検討を進める必要がある。 

・消費税の見直しの機会をめざし、費用負担

の「公平性」と「均衡性」の確保を基本とし

た、利用料の検討を進めることが重要である。 

 農地課 （東沢活性化センター）（手数料等） 

具体的な検討は行っていない。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・町全体の調整に合わせながら、該当する施

設の手数料及び使用料を検討。 

・町全体の調整に合わせながら、該当する施

設の手数料及び使用料を検討。 

 地域整備課 （水道料金） 

・本町は、１０㎥使用の場合で県内の市町村で

最高であり、料金の改定には慎重を要する。本

年度は、継続して調査研究を実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・現在の本町の水道料金が高額である。 

 

・継続して調査研究を実施。 

 教育総務課 （学校等教育施設の使用料） 

・規程に基づき適正に運用 

（町立保育所・幼稚園の利用者負担金） 

・新制度により民間の幼児施設と同額に設定 

（園児バス利用者負担金） 

・受益者負担の観点から現状維持としている。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

町独自の経済的負担軽減策の検討。 ・平成２８年度に国の制度改正があり、多子

世帯、ひとり親世帯等の保育料負担軽減が実

施される予定のため費用徴収規則の改正を予

定している。 

 

・パークゴルフ場使用料の適正化。 まちづくり課 ・計画上、条例化と併せ２８年度から検討予定。 

・先進地の料金等の情報集約。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

指定管理者制度導入に向け、施設維持管理、

ソフト（サービス等）とあわせ、料金設定に

ついて調査研究を要する。 

・先進事例、近隣事例を参考に調査研究し条

例化。 

 

③収納体制の強化と徴

収率の向上につながる

取り組みの推進 

コンビニエンスストア収納の導入準備。 

口座振替利用の推進。  

税務収納課 ・コンビニエンスストア収納の導入準備 

・役場内の関係課による打合せ会の開催 

・システム改修業者及び印刷業者との契約締結

（平成２８年４月導入） 

 町税収納率 ９６．６４％ 

口座振替率 ６９．３０％ 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 収納率向上の実現に向けて PR の実施。 

指定金融機関による収納業務の拡大、充実につい

ての検討。 

出納検査課 ・現時点では内部検討にとどまり、指定金融機

関と具体的な話をしていない。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・指定金融機関との協議の前に、可能か否か

を確認し、その状況を踏まえた検討を行う必

要がある。 

継続して検討を行い、変更目標に間に合うよ

う進める。 

保育料等収納体制の強化。 教育総務課 ・口座振替不能通知、督促状、催告書の発送と

ともに、電話や訪問を実施 

・平成２８年２月支給分児童手当から保育所保

育料への充当を実施 

（１名４か月分の保育料６９，８８０円） 

・保育料徴収率 

 保育所 ９９．３５％ 

 幼稚園 ９９．６０％ 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・納入方法の充実。 ・平成２８年度から口座振替不能者に対して、

コンビニでも納入できる納入通知書を発行

し、納付者の利便性を図り収納率向上に努め

る。 
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  ④自主財源の確保 ふるさと寄附制度の充実。 企画財政課 ・返礼品：、金額に応じた返礼品を検討し、シ

ステムの改修を実施 

・クレジット決済：Ｈ28 年 4 月開始 

３月末現在 ３９０件 ５，６４１千円 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・返礼品の追加は随時取り入れられるよう、

柔軟な取り組みを行う。 

・クレジット決済を開始しての寄付者の増が

予想されるが、通常業務が滞ることがないよ

うな体制の構築を図る。 

広報媒体を活用した広告収入の増加。 企画財政課 ・有料広告掲載  町報 ８社 

・ホームページ 1 社 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・ホームページ構成の見直しを研究し、掲載

効果を高める工夫が必要である。 

・町内店舗、事業所への掲載周知を行う。 

・ホームページ構成の見直しを行う。 

資源ごみ再資源化の推進。 住民生活課 ・資源ごみの回収実績 

（瓶 ８１.７ｔ・缶２２.５ｔ・古紙８７.４ｔ・

布 ５.９ｔ） 

・有価物売却益 ２５５，９７４円 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・資源ごみ回収は定着してきているものの、

可燃・不燃ごみに、一部資源ごみの混入が見

受けられることから、資源ごみ回収について

の取組状況の情報提供を継続して実施する。 

・ごみの分別を徹底し、資源ごみ回収量の増

加を図るため、資源ごみ回収に関する協力依

頼・周知徹底を図る。 

⑤公共施設等の総合的

かる計画的な管理と友

好活用 

公共施設等総合管理計画の策定。 企画財政課 ・資産の洗い出しや各課よりデータ収集を行い

固定資産台帳及び公共施設等総合管理計画が

完成。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・公共施設等管理委員会を設置し、庁内全体

の施設や資産の管理を行っていくが、その結

果を予算に反映させる手法が課題である。 

・年度ごとに、追加された資産や除却された

資産など統一した様式に各課記入し庁内全体

の管理の一元化を図る。 

公有財産の売却・貸付に向けた広報・周知。 

公有財産の賃貸継続。 

総務課 ・賃貸借を行っている家屋の料金について、使

用目的・家屋状態を考慮すると適正であると判

断。 

・町有売却可能土地について、現況の再精査を

行い可能と判断した４件の土地について町の

ホームページで周知。 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・町有地の境界確定にかかる測量業務が必要

であるが、広域であるため高額な経費が必要

である。 

・賃貸借を行っている家屋の料金について、

継続して検討を行う。 

・売却可能な土地について、現況を把握しな

がら町のホームページや広報により周知を図

る。 
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Ⅲ 財政力の強化 

改革プログラム  ２ 健全財政の推進 

プログラムの重点施策 
① 健全財政の確立 

② 財政規律の維持 

概要 
 将来にわたって公共のサービスを良好に維持していくために、今後もしっかりとした財政構造を

構築し、次の世代に引き継いでいく必要があります。 

プログラムの重点施策 行動計画（H27 取組計画） 担当課 平成２７年度取組状況 年次計画、指標に対する評価 取り組みにおける課題 
来年度以降における対応 

（今後の方針、改善事項）等 

①健全財政の確立 健全財政の推進。 企画財政課 ・財政調整基金残高７００百万円 

・地方債残高１２，６８２百万円 

・標準財政規模６，３９３百万円 

・経常収支比率９０．９ 

・実質公債費比率９．７ 

・将来負担比率１２８．２ 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・今後は庁舎建設や小松保育所、旧町立病院

等の大規模な投資的経費の支出がある。 

・計画的な投資的事業の実施や起債借入、ま

た歳入確保により健全財政を推進していく。 

新地方公会計制度による財務書類の作成。 企画財政課 ・システム改修が必要となるため、Ｈ28 年度

当初予算に計上 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・システム改修のための費用やランニングコ

ストが必要となる 

・新しい公会計制度は、これまでの決算報告

とは違った形で地方公共団体の財政の全体像

を適切に示すために導入されたもので、地方

公共団体の決算を新しい角度から情報公開で

き、健全財政の確立につなげる。 

次期水道事業経営健全化の策定。 

 

地域整備課 ・次期計画策定に向け、調査研究・資料の整理

を実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

 ・次期計画の策定を計画的に進める。 

 

下水道事業及び農業集落排水事業それぞれの会

計の経営健全化計画の策定。 

地域整備課 ・計画策定に向け、調査研究を実施 ☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・下水道事業経営健全化計画・農業集落排水

事業経営健全化計画を策定するための専門知

識の習得と膨大な業務量が予想される。 

・コンサルタントの活用も含め、検討を行う。 

国民健康保険事業特別会計・後期高齢者医療特別

会計の健全経営の推進。 

健康福祉課 ・ジェネリックの利用拡大（医療費適正化） 

  講演会（１２月２１日） 

  健康レクリェーション等での啓蒙 

・収納率向上 

  未納者相談会 

  短期証更新時の相談会 

・健診受診率向上 

  未受診者への勧奨 

【国保】特定健診受診率 ４４．０％ 

 収納率（現年）９４．６２％ 

【後期】特定健診受診率 ４０．５％ 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☐ 目標どおり進んでいる 

☑ 目標より遅れている 

・事業の健全運営の促進 ・税収以外の国・県の交付金等の活用と、健

康診断の受診率を向上させることで早期発

見・重症化予防を促進し、健全財政を図る。 

介護保険事業特別会計の経営健全化の取組。 健康福祉課 ・縦覧点検  国保連に委託し、実施 

・ケアプランチェック  随時実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

・平成２９年４月より開始予定の新たな総合

事業（介護予防・日常生活支援総合事業）の

・今後も国保連に縦覧点検を委託しケアプラ

ンチェック及び自立支援型の個別ケア会議を
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 ・ケア会議の実施 

 自立支援型個別ケア会議 １１回 

・認定者数 ９９７人  

給付費 １，６０４，１４５千円 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

構築。 実施し、介護給付の適正化を図り介護保険特

別会計の健全経営に取り組む。 

②財政規律の維持 実施計画を踏まえて事業実施規模や時期等の再

検討。 

企画財政課 ・実施計画ヒアリングを実施 

各課事業の検討を行い事業の繰り延べや平

準化等の検討を実施 

☐ 取組全体が完了 

☐ 目標以上に進んでいる 

☑ 目標どおり進んでいる 

☐ 目標より遅れている 

・実施計画段階で事業の絞り込み強化を行う

ことで、予算編成時の予算不足額を少なくす

る。 

・実施計画時点である程度の当初予算額規模

を含めて、実施計画査定を行う。 


